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図は 3つの異った系の相図であるが,適当に

変数値 を選べば,中間温度のみに秩序相が存在

する.He3 とフラス トレーション(FR)モデ

ルでは,エントロピー利得による転移であるこ

とが判っているol)縮退の多い FRモデルでは,

r-0ではLROはないが,モデルによっては,

FRのない領域同士が秩序 をもっ方がェントロ

ピーは増大するために中間温度領域ではオーダ

を生 じる｡Feo.7Alo.32)の場合 もFRが存在

するので,本質的に同型の転移であろうと予想さ

される｡この系は/､イゼンベルグ型のスピン相

互作用であるから, IsingFR モデルの考察

は直接には適用できないが, 1つの考えとして,

スピン波による自由エネルギーの寄与を考える

と,フェロ的なLROがあった方が,エントロ

ピーだけではなくエネルギーの点からも有利に

見える｡ フェロ相がSG相の上に出現するメカ

ニズムとして,ランダム場効果以外に,このよ

うなエントロピーに起因するメカニズムが働い

ている可能性 を指摘 したい｡
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